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文部科学省

「 家庭教育支援チーム」
の手引書

家庭教育支援チームは身近な地域の子育て・ 家庭教育応援団！



はじ め に

　 核家族化や地域社会のつな がり の希薄化等を 背景と し て 、 子育て の悩みや不安を 抱え た ま ま 保護者

が孤立し て し ま う な ど 、 家庭教育が困難な 現状が指摘さ れる 中、 文部科学省で は、 地域人材を 活用し

た「 家庭教育支援チ ーム」 等によ る 身近な 地域における 家庭教育支援活動を 推進し て いま す。

　「 家庭教育支援チ ーム」 で は、 身近な 地域の人たち が、 地域のた めに自主的に保護者等の子育て や家

庭教育に 関する 相談に のっ た り 、 親子で 参加する 様々な 取組や講座な ど の学習機会、 地域の情報な ど

を 提供し たり し て いま す。

　 ま た、 活動内容に よ っ て は、 学校や地域、 教育委員会な ど の行政機関や福祉関係機関な ど と 連携し

な がら 、 子育て や家庭教育を 応援し ま す。

　 本手引書は、 主に 地方公共団体の家庭教育支援担当者が、 地域で 「 家庭教育支援チ ーム」 を 立ち 上

げる 際、 チ ームの組織づく り が円滑かつ効果的にな さ れる よ う 必要な 視点を 整理する と と も に、 あわ

せて 、 地域で 家庭教育支援活動を 行う 方や団体が「 家庭教育支援チ ーム」 を 立ち 上げる 際の参考と な

る 要素を 盛り 込みま し た。

　 地域における 家庭教育支援施策の新たな ヒ ン ト と し て 、 本手引書を 御活用いただければ幸いで す。

文部科学省総合教育政策局地域学習推進課

家庭教育支援室
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１ ．「 家庭教育支援チ ーム」 っ て 何？

２ ．「 家庭教育支援チ ーム」 の構成員は？

３ ．「 家庭教育支援チ ーム」 の主な 活動は？

４ ． ど んな と こ ろ で 活動し て いる の？
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・・・・  Ｐ．8

Ⅳ． 訪問型家庭教育支援に取り 組むポイ ン ト

１ ． 訪問型家庭教育支援の目的と 役割

２ ． 訪問型家庭教育支援の類型例

３ ． 学校教育担当部局と の連携・ 学校教育担当部局のリ ード

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  Ｐ．2 3

Ⅴ． 地域住民・ 子育て支援団体等向けに （「 家庭教育支援チ ーム」 のつく り 方）
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２ ． 行政と の相談

３ ．「 家庭教育支援チ ーム」 の組織づく り を 進める ために必要な こ と
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※ 1 　  コ ミ ュ ニテ ィ ソ ーシャ ルワーカ ーと は、 支援を 必要と する 高齢者や障害者、 子育て 中の方など 、 相談や援助、 見守り 、 必

要な サービ ス や専門機関へのつな ぎ を する な ど 、 地域で 困っ て いる 人を 支援へ結びつける 地域のお困り ご と 相談員。（ 大

阪府泉大津市ホームページよ り ）

※ 2 　 訪問型家庭教育支援については P.2 3 参照。

１ ．「 家庭教育支援チーム」 っ て 何？

●　 子育て 経験者を はじ めと する 地域の多様な 人材で 構成さ れた 自主的な 集ま り で あり 、 身近な

地域で 子育て や家庭教育に関する 相談にのっ たり 、 親子で 参加する 様々な 取組や講座な ど の学

習機会、 地域の情報な ど を 提供し たり し ま す。

　 ま た、 地域の実情に即し て 、 学校や地域、 教育委員会な ど の行政機関や福祉関係機関と 連携

し な がら 、 子育て や家庭教育を 応援し て いま す。

　 第３ 期教育振興基本計画（ 平成 3 0 年 6 月閣議決定） で は、「 家庭の教育力の向上」 の指標

と し て 、「 地域に お いて 子育て の悩みや不安を 相談で き る 人がいる 保護者の割合の改善」 を 掲

げて い ま すが、「 家庭教育支援チ ーム」 は、 本計画の推進に お いて 、 大き な 役割が期待さ れて

おり 、 文部科学省と し て も 積極的に支援し て いま す。

２ ．「 家庭教育支援チーム」 の構成員は？

●　 地域の実情に応じ て 、 子育て 関係者を はじ めと する 地域の多様な 人材で 構成し ま す。

（ 例）  子育て 経験者、 教員 O B、 PTA 関係者、 地域の子育て サポータ ーリ ーダー、 民生委員・

児童委員、 保健師、 保育士、 臨床心理士、 コ ミ ュ ニ テ ィ ソ ーシ ャ ルワーカ ー※１ 、 地

域学校協働活動推進員  な ど

３ ．「 家庭教育支援チーム」 の主な活動は？

●　 身近な 地域のニ ーズに対応し 、 必要に応じ て 学校や地域、 教育委員会な ど の行政機関や福祉

関係機関と 連携し な がら 、 以下の取組を 中心と する 多様な 支援を 行い、 保護者を 見守り 支え て

いま す。

① 保護者への学びの場の提供

　  ● 学習機会の提供や情報提供、 相談対応

② 地域の居場所づく り

　  ● 地域資源を 活用し た親子参加型の体験型プ ロ グラ ムの実施

　  ● 情報提供や交流の場の提供、 相談対応

③ 訪問型家庭教育支援※２

　  ● 家庭訪問等によ る 個別の情報提供や相談対応

４ ． ど んなと こ ろ で 活動し ている の？

●　 身近で 気軽に相談で き る 存在と な る よ う 、 地域の学校や公民館な ど を 拠点に活動し て いま す。

ま た、 幼稚園や保育所、 子育て 支援セ ン タ ー、 保健セ ン タ ー、 児童館、 小・ 中学校、 企業な ど

から の要望に応じ て 出向く な ど 、 様々な 機関と も 連携し 、 支援活動に取り 組んで いま す。 要望

があれば、 各家庭へ訪問し て 相談にのる こ と も 行いま す。

「 家庭教育支援チーム」 と はⅠ
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１ ． 地域の子育て・ 家庭教育支援は十分か？

●　 家庭教育は、 全て の教育の出発点で す。 子育て ・ 家庭教育支援は、 家庭教育の自主性を 尊重

し つつ、 保護者の妊娠期から 子育て 期、 学齢期ま で 切れ目な く 続く 親子の育ち を 応援し て いま

す。 と こ ろ が、 地域で は、 子育て の悩みや不安を 抱え た ま ま 保護者が孤立し て し ま う 傾向や、

地域の地縁的な つな がり の薄さ な ど 、 子育て ・ 家庭教育支援において 様々な 課題も 指摘さ れて

いま す。

　 ま た、 人口減少・ 高齢化の進行も 見込ま れる 中、 こ のよ う な 課題への対応と し て 、 住民相互

の対話や相互扶助によ る 地域づく り が求めら れて いま す。

　 地域全体で よ り 充実し た 子育て ・ 家庭教育支援を 進めて いく 仕組みづく り の一つと し て 効果

的な 、「 家庭教育支援チ ーム」（ 以下「 チーム」 と いう 。） の組織づく り を 検討し て みま せんか。

２ ． 地域の子育て・ 家庭教育支援の課題と チームへの期待

【 例： 子育て 中の保護者等の悩み】

◆ 引っ 越し を し て き て 知り 合いがいな い、 誰に声を かけた ら よ いか分から な い、 う ち

の子大丈夫な のかし ら ？

チームが、 行政だけでは解決が困難な保護者等の課題に対し て、

地域住民等と と も に解決し ていく こ と が期待さ れま す！

▼
地域住民と 専門家な ど が共に 活動す る こ と で 、 こ れま で 解決で き な かっ た 子育て の

不安や保護者の孤立化な ど 保護者等が持つ 潜在的な 悩み・ 不安への対応が可能と な

り ま す。

【 例： 行政や地域の子育て ・ 家庭教育支援の課題】

◆子育て ・ 家庭教育支援について 、 行政のど こ に相談すればよ いか分から な い。

◆様々な 子育て 関係団体が共に活動を 知り 合う 機会や一緒に考え る 場がな い。

チームが、 行政、 地域住民、 子育て支援関係団体等を

つな ぐ 役割を 果たすこ と も 期待さ れま す！

▼
子育て ・ 家庭教育支援の目的のも と 、 様々な 行政部局や団体を つな げ共に地域の子育

て について 考え て いく こ と で 、 例え ば特別な 支援が必要な 子供な ど に 対し 、 よ り 柔軟

で 地域のニ ーズに合っ た対応が可能と な り ま す。

今、 地域で家庭を支える

「 家庭教育支援チーム」 が求めら れていますⅡ
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【 例： 地域住民の課題】

◆時間も ある し 、 地域のために何かで き ればいいのに、 機会や場所、 き っ かけがな い。

チームが、 地域のこ と を 主体的に考え行動でき る 機会、

場所と なる こ と が期待さ れま す！

▼
個人と し て の活動で はな く 、 チ ームと し て 活動する こ と で 、 地域について 共に考え 、

支え 合いな がら 活動で き る と と も に、 新た な 人材を 迎え 入れる こ と で 、 各人の得意分

野や創意工夫を 生かし 、 地域に根差し たま ち づく り が可能と な り ま す。

● 地域住民

■ 学校 ▲ 様々な関係団体

家庭教育支援チーム

地域の人が地域の人のために

ボラ ンタ リ ーな活動

● 専門家

地　 域

行　 政

サポート 連携

チームによる地域の課題解決の役割が期待さ れます !

※まちづく り にいかせるチームによる活動の長期的なイ ンパク ト

● 　 チ ームを 通し 、 地域住民が当事者意識を 持ち 、 主体的な 子育て 支援活動を 行政等と 連

携し て 行う こ と で 、 例え ば長期的に「 子育て に優し い 」 以下のよ う な ま ち づく り にも つ

な がる と 考え ら れま す。

■  地域住民の互恵的な つな がり によ る 、 き め細かく 息の長い子育て 支援が可能な ま ち

づく り

■  多く の地域住民がま ち づく り に関わる こ と で 、 安全・ 安心に暮ら せる ま ち づく り

■  地域住民の主体的な 活動を 通し 、 生活にやり がいを 感じ る 活気のある ま ち づく り
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３ ． ｢家庭教育支援チーム｣ の役割

●　 地域の状況によ り チ ームの在り 方は異な り ま すが、 大事な こ と は、 地域・ 家庭の状況や地域

の資源の状況等を 把握し 、 地域で 何が課題で ある か、 何を 必要と し て いる かを 把握する こ と で

す。 その上で 、全国の各地域における チ ーム等の様々な 実践事例（ P.2 8 参照） も 参考にし つつ、

チ ーム員の得意分野や創意工夫を 生かし た活動を 行う こ と が考え ら れま す。

※ 文部科学省の家庭教育支援ポータ ルサイ ト に おいて も 、 各地域に おける

チ ームの活動を 含めた様々な 実践事例を 掲載し て いま す。

 （ h ttp ://k a te i .m e x t.g o . j p /co n te n ts4 /4 -1 .h tm l）

●　 チ ームには、 主に以下の役割が期待さ れて いま す。

■  子供が成長する ま で 保護者と 同じ 目線で 寄り 添う 役割

■  学校や行政の相談窓口には気軽に相談し にく い点を フ ォ ロ ーする 役割

■  行政で はど う し て も 手が回ら な い部分を フ ォ ロ ーする 役割

■  家庭と 学校、 教育委員会、 保健福祉関係機関な ど 関係機関を つな ぐ 役割

■  虐待等の未然防止や不登校等の課題を 抱え る 保護者を サポート する 役割

　 な ど

●　 な お、 チ ームが持続的に活動を し て いく 上で も 、 各チ ーム員が無理せず、 で き る 時間・ で き

る 範囲で 活動に取り 組むこ と も 大切で す。
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「 家庭教育支援チーム」 のつく り 方と 活動に

当たっ ての留意点（ 主に行政職員向け）Ⅲ
１ ． 行政職員の主導によ り 組織づく り を 進める 方法

●　 地域の家庭教育・ 子育て 支援に関する 課題解決のため、 各自治体において 行政職員の主導に

よ り 、 例え ば以下のス ケ ジ ュ ールで 、 チ ームの組織づく り を 進める こ と が考え ら れま す。（ あ

く ま で 一例で あり 、 各地域の状況によ り 様々な ス ケジ ュ ールが想定で き ま す。）

　 　   ※例え ば 4 月から 検討を ス タ ート し た場合（ 4 月以外から も スタ ート で き ま す。）

（ １ ） 地域の課題の洗い出し

●　 地域に は、 様々な 活動を 行っ て い る 学校や N PO 、 団体等があり ま す。 地域で 行われて いる

活動を 整理し 、 再認識する こ と も 、 地域課題を 把握する 上で 大切で す。

●　 地域住民や家庭教育支援・ 子育て 支援に関わる 方たち へのア ン ケ ート 調査やヒ ア リ ン グな ど

によ り 、 具体的に地域の保護者が抱え る 課題を 把握する 方法も あり ま す。

（ ２ ） 地域人材（ チーム員） の発掘

●　 地域課題を 解決する ため、 共に活動を する 地域人材の発掘が、 チーム構成の第一歩と なり ます。

●　 チ ーム員の構成は各地域、 活動内容によ り 異な り ま すが、 例え ば以下の地域の人た ち や専門

家が考え ら れま す。 その多く が、 共に地域で 暮ら す身近な 住民の方々で す。

　 子育て 経験者、 教員 O B、 PTA 関係者、 地域の子育て サポータ ーリ ーダ ー、 民生委員・

児童委員、 保健師、 保育士、 臨床心理士、 コ ミ ュ ニ テ ィ ソ ーシ ャ ルワーカ ー、 地域学校協

働活動推進員※３  な ど 。

4 月～6 月 7 月～9 月 1 0 月～1 2 月 1 月～3 月 チーム活動開始

　（学校・

ＮＰＯ

等の活動把握等）

■地域人材の発掘■地域の課題の洗い出し ■活動目標・ターゲット・評価指標の設定関係機関連携機関等へ活動協力依頼チームの活動内容の検討リーダ・チーム員の養成 ■予算の確保チーム規約の作成年間活動スケジュールの作成 ■講座等の企画検討家庭教育支援チームの組織化 ■連携会議の開催講演の開催等サロン家庭教育支援講座の開催チームの活動開始

（ 1 ）（ 2 ） （ 3 ）（ 4 ）　 　 （ 5 ） （ 6 ）（ 7 ）

※ 3 　  地域学校協働活動推進員： 社会教育法第 9 条の 7 に基づき 、 地域学校協働活動の推進に当たっ て地域と 学校の連絡調整を

行う 者。
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●　 チ ーム員を 発掘する 方法と し て 、 例え ば以下が考え ら れま す。

■  子育て 支援団体、 N PO 、 青少年教育団体、 おやじ の会、 母親ク ラ ブ 、 PTA な ど 、 地域

の子育て に関わる 様々な 団体や、 地域学校協働本部、 コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス ク ール等の人材

に行政が働き かけを 行う こ と 、 ボラ ン テ ィ ア 等を 紹介し て も ら う こ と

■  子育て サポータ ー養成講座の受講者等に声を かけたり する こ と

■ 公募によ る 方法　 な ど

●　 チ ーム員の構成と し て 、 P.8 の地域人材が参加し な ければな ら な いも ので はな く 、 あく ま で

チームの目的や活動内容に応じ て 、 柔軟にチ ーム員を 構成し ま す。

　 ま た、 チ ームの活動内容に応じ て 、 ス ク ールソ ーシ ャ ルワーカ ー（ SSW ） やス ク ールカ ウン

セラ ー（ SC ） と の連携が効果的で す。

チーム員等例課 題 活動例

子育てに関わる

学習機会・ 相談機会が

少ない

子育て経験者

PTA

関係者
臨床心理士

保健師・

保育士 子育て講座

小学校入学時講座

相談カフ ェ など

親子や保護者同士の

交流機会が

少ない

子育て経験者

N PO

関係者

民生委員・

児童委員

民生委員・

児童委員

親子料理教室

読書・ 読み聞かせなど

親子参加型行事

不登校や

引き 込も り 、 生活習慣の

乱れなど

子育て経験者

教員

O B

訪問型

家庭教育支援

PTA

関係者

SSW ・ SC

9



●　 チ ームに専門家が加わっ たり 、 関わっ たり する こ と で 、 活動内容に特色が生ま れま す。

保健師  → 講座等において 、 乳幼児、 妊婦な ど の健康問題、 健康づく り への対応

臨床心理士  → 相談機会において 、 子供の心身の発達や生活面な ど への心理的対応

保育士  → 地域の居場所づく り において 、 遊びの対応

SSW   →  家庭訪問等において 、 いじ め、 不登校、 暴力行為、 児童虐待な ど 生徒指導上

の課題への対応

※ど のチームにも 上記メ ン バーが必ずし も 参加し な ければな ら な いと いう こ と で はあり ま せん。

（ ３ ） チームリ ーダー・ チーム員の養成と 研修（ 基礎的知識の獲得）

●　 チ ームの構成メ ン バーが固ま れば、 チ ームリ ーダ ーやチ ーム員と し て 必要な 基本的知識、 ノ

ウハウを 身に付けて も ら う こ と も 重要で す。 チ ーム員に関係する と 考え ら れる 知識・ ノ ウハウ

と し て 、 例え ば以下が考え ら れま す。

■ 家庭、 家庭教育支援に関する こ と

　 　 ▼  家庭を 取り 巻く 課題、 家庭教育支援に関する こ と な ど

■ 子供に関する こ と

　 　 ▼  子供の成長・ 発達に関する こ と な ど

■ 保護者の学習機会に関する こ と

　 　 ▼  ワーク シ ョ ッ プ の手法な ど

■ 地域に関する こ と

　 　 ▼  情報収集・ ネッ ト ワーク づく り （ 地域情報の収集・ 活用方法） な ど

■ その他

　 　 ▼  生活習慣づく り （ 食育・ 睡眠な ど ） に関する こ と な ど

※「 家庭教育支援チ ームの在り 方に 関する 検討委員会」 におけ る 審議の整理（ P.3 6 参照） にお

いて も 、 チ ームにおける 人材養成について 記載さ れて いま す。 ※４  

●　 都道府県で は、 家庭教育支援に関する 専門的な 知識・ 技術や実践的な 活動を 推進する た めの

知識・ 技術を 習得する 講座や、 現代的な 課題にも 対応で き る 力を 付ける 講座な ど 、 地域の状況

に応じ た様々な 研修を 実施し て いま す。

●　 市町村で は、 都道府県の実施する 研修等を 活用し 、 人材の資質向上を 図っ て いく こ と が考え

ら れま す。

※ 4 　  同審議の整理の P.1 0 ｢5 .  家庭教育支援チームにおける 人材養成｣ 参照。
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（ ４ ） チームの活動内容の検討

●　 行政職員と チ ーム員が一緒にな っ て 、 地域の保護者が抱え る 問題意識を 共有し 、 そ の解決方

法を 踏ま え た活動内容等を 検討し ま す。

　 活動内容によ っ て は、 関係機関・ 連携機関等へ活動協力の働き かけを 行う こ と や、 チ ームの

活動目標を 検討し 、 活動の方向性を 共有する こ と も 考え ら れま す。

●　 文部科学省が地方公共団体を 対象と し た 調査結果※５ に よ る と 、 家庭教育支援で 特に 効果が

あっ た取組と し て 、「 学校と の連携・ 協力体制の構築・ 強化」 を 挙げる 割合が 2 4 .9 ％と 最も 多く 、

次いで 、「 保護者が気軽に交流や相談がで き る 機会や場所の充実」（ 1 8 .5 ％）、「 保健・ 福祉部局

等と の連携・ 協力体制の構築・ 強化」（ 1 2 .2 ％） と 続く た め、 こ れら の点も 踏ま え た 連携の在

り 方が考え ら れま す。

●学校（ 学校教育担当部局） と の連携

●　 学校において は、 いじ めや暴力行為等の問題行動の発生や不登校児童生徒の増加、 特別な 支

援を 要する 児童生徒の増加等、 多様な 児童生徒への対応が必要な 状況と な っ て いま す。 　 　

　 こ う し た、 学校が抱え る 課題に、 教員だけで 対応する こ と が、 質的な 面で も 量的な 面で も 難

し く な っ て いる こ と 、 ま た 児童生徒の抱え る 課題には、 家庭の問題が関係し て いる こ と も ある

こ と から 、 学校と 地域の多様な 主体と の連携によ り 、 児童生徒の様子の見守り や保護者に対す

る 支援の充実につな げて いく こ と が重要で す。

●　 学校と の連携について は、 例え ば以下のよ う に段階を 踏んで 、 信頼関係を 構築し つつ行う こ

と も 考え ら れま す。

① 定期的な 学校訪問や情報提供

②  学校運営協議会や地域学校協働活動、 学校行事等への参画、 食育教室、 ス マ ホ・ ケータ

イ 安全教室な ど の共同開催

③ 個別家庭への訪問支援

●　 ま た、 家庭・ 総合型地域ス ポーツ ク ラ ブ ・ 学校が連携し た 体育活動な ど 地域ス ポーツ 活動が

学校で 組織さ れて いる 地域も あり 、 こ う し た 活動への参加を き っ かけと し て 学校と のつな がり

を 構築し て いく こ と も 考え ら れま す。

●　 さ ら に、 教員 O B、 PTA 関係者、 民生委員・ 児童委員な ど の人材を チ ーム員と する こ と で 、

学校と の信頼関係を つく っ て いく こ と も 有効で ある と と も に、 学校への配置が進めら れて いる

ス ク ールソ ーシ ャ ルワーカ ー、 ス ク ールカ ウン セラ ーの協力を 得る こ と も 重要で す。

●　 平成 2 9 年４ 月に公表し た教員勤務実態調査の速報値によ っ て 、 教師の長時間勤務について 、

看過で き な い深刻な 実態がある こ と が改めて 明ら かと な り ま し た。

　 こ の結果を 受け、 平成 2 9 年 6 月よ り 、 中央教育審議会において、 学校における 働き 方改革に

関する 総合的な 方策について 審議が行われ、 1 2 月にと り ま と めら れた「 中間ま と め」 で は、 こ

れま で 実態と し て学校・ 教師が担っ てき た業務の役割分担・ 適正化について 記載さ れていま す。

　 登下校に関する 対応や放課後から 夜間の見回り な ど について は、 保護者・ 家庭、 地域住民等

によ る 地域学校協働活動な ど が重要で す。

※ 5 　  平成 2 7 年度文部科学省委託調査：「 生涯学習施策に関する 調査研究～関係機関と 連携し た家庭教育支援の取組及び地域に

おける 家庭教育支援の実施状況について」 参照。
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●保健・ 福祉など 関係機関と の連携

●　 妊娠期や乳幼児期から の切れ目のな い支援のためには、 保健・ 福祉部局と の連携が重要で す。

具体的には、

■ 乳幼児期の子育て 支援の充実

■ 将来親にな る 中高生の子育て 理解学習

■ 貧困や虐待な ど 様々な 困難や課題を 抱え る 家庭やその子供への対応

な ど が考え ら れま す。

●　 ま た、 地域の状況やチ ームの活動内容によ っ て は、 児童相談所や市町村の子供相談窓口等の

専門機関と の連携も 重要と な り 、 チ ーム、 教育委員会、 学校のほか、 保健福祉機関な ど の関係

者が定期的に情報交換を 行う 体制づく り も 必要で す。

　 さ ら に、 チーム員が、 要保護児童対策地域協議会のメ ン バーにな る こ と も 有効で す。

表彰チーム

学校と 地域の連携による 家庭教育支援（ 山口ゆだ・ かべり ）

（ 山口市立湯田中学校・ こ ど も 家庭課連携）
※６

●　 平成 2 8 年 9 月に、 地域子育て支援拠点である 子育て支援交流広場「 ち ゃ ☆ち ゃ ☆ち ゃ 」 を 母

体と し て、 毎週水曜日に湯田中学校の視聴覚室を 活用し た子育て支援の拠点「 湯田中学校ひろ ば」

を 開設し まし た。 湯田中学校は、 学校教育目標に「 ふる さ と を 愛し 自信を も っ て活躍でき る 生徒

の育成」 を 掲げ、 学校においても 保護者や地域と の連携の推進を 重要視さ れています。

●　 山口ゆだ・ かべり は、子育て 支援員、元保育士、家庭教育ア ド バイ ザー、地域協育ネッ ト コ ー

ディ ネータ ー、 地域子育て 支援ス タ ッ フ 、 元教員、 一時預かり 保育サポータ ー、 保育心理士、

利用者支援専門員、 地域子育て 支援コ ーディ ネータ ーな ど 1 1 名で 活動し て いま す。

●　 湯田中学校ひろ ばで は、 学校運営協議会と の連携によ り 、 子育て の不安や悩みを 共有で き

る 親同士の交流の場の提供やス タ ッ フ と の子育て 相談、 月１ 回の教職員等によ る 乳幼児・ お

母さ んを 対象と し た 公開講座（ 筆ペン 、 身近な 英会話、 絵手紙等） を 実施し て いま す。 毎週

１ 回定期的・ 継続的に学校の教室で 子育て 支援活動を 行っ て いる こ と で 、「 地域と と も にあ

る 学校」 に向けた地域学校協働活動の展開につな がっ て いま す。

●　 会場の設置準備や片付けを 中学生が積極的に行っ て おり 、 乳幼児・ お母さ んと のふれあい

を 通し て 、 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 能力の向上や命の大切さ に気付く な ど の良い効果を も た ら し

て いま す。 　 　

●　 学校の先生から は、「 子供の表情がやさ し く 、 明る く な っ た。」 と 生徒の変化を 感じ て おり 、

参加し た 母親から は、「 安心し て 子供を 任せて 、 親同士の会話がはずむ。」 と 言われる な ど 、

地域全体で 信頼感が醸成さ れて いる こ と が感じ ら れま す。

コ
ラ
ム

※ 6 　  コ ラ ム・ 事例の中で マーク のある 家庭教育支援チームは、 平成 2 9 年度に文部科学大臣表彰を 受賞し たチーム

の一つです。（ P.3 5 参照）

表彰チーム
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家庭教育支援チームと 保健・ 福祉部局

（ 子育て世代包括支援セン タ ーなど ）と の連携

（ 大阪府能勢町： 健康福祉部中心）

●　 平成 2 9 年 4 月よ り 、 妊娠期から 子育て 期にわた る ま で の切れ目のな い支援を 提供する た

め、 能勢町保健福祉セ ン タ ー内に子育て 世代包括支援セ ン タ ー及び子ど も 家庭総合支援拠点

の機能を 有する 「 子ど も の未来応援セン タ ー」 を 設置し ま し た。

●　 セ ン タ ーに家庭教育支援チ ーム「 ほっ こ り 」 を 配置し 、 家庭教育専門員１ 名、 家庭教育支

援員８ 名（ 主任児童委員（ ３ 名）、元教員（ 1 名）、元保育士（ ２ 名）、元総合相談員、ボラ ン テ ィ

ア 団体役員、 保護者） の９ 名で 活動し て いま す。

●　 保護者から の相談窓口を ワン ス ト ッ プ 化する と と も に、 学期に１ 回、 就学前児童（ ５ 歳児）

及び小学校 1 ～ 4 年の全家庭を 訪問し 、 併せて 家庭教育情報誌の配布等を 実施する こ と によ

り 保護者と の「 つな がり 」 の構築を 目指し て いま す。

●　 ま た、 学校や SSW 、 教育委員会、 家庭教育専門員、 福祉担当者に よ る 小・ 中支援連携会

議を 年３ 回開催する と と も に、 セ ン タ ーにおいて は、 毎月母子保健担当、 福祉担当、 家庭教

育専門員に保育所、 子育て 支援セ ン タ ー等を 含めた 定例会を 開催し 、 関係機関が有機的に連

携する 「 つな がる 仕組み」 によ っ て 相談内容や家庭訪問等の情報を 共有する と と も に、 要保

護児童対策地域協議会と の連携を 推進し て いま す。

●　 加え て 、 家庭教育支援事業を 統括し 、 本事業に係る すべて の機関で 構成する 全体レ ベルの

会議（ 子ど も が創る 明る い未来推進会議） を 年２ 回開催し 事業の進捗管理に努めて いま す。

●　 福祉と 教育が協働連携し た家庭教育支援によ り 、 子供を 通じ て 、 家庭全体の支援につな げ

て いま す。

コ
ラ
ム
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（ ５ ） 活動目標・ タ ーゲッ ト ・ 評価指標の設定

●　 行政職員は、 費用に見合っ た 効果を 得ら れて いる か等の検証が求めら れま すが、 調査統計な

ど の活用に よ り 、 例え ば、『 保護者の悩みや不安に 応え る 講座を 年間◆回実施し 、 ◆名の保護

者の参加で 、 子育て の悩みや不安を ◆％減少する 』 な ど 、 具体的に定量化し た 目標を 設定する

こ と で 、 活動の成果を 見え る 化し 、 活動の推進につな げる こ と が考え ら れま す。

（ ６ ） チームの組織づく り を進めるために必要なこ と （ チーム規約の作成等）

●一定の決ま り の作成

 ●　 チ ームを 組織する 際、 チ ームと し て の信頼性を 高める 観点から 、 例え ば以下の内容が盛り 込

ま れた一定の決ま り （ 要項等） を 作成する こ と が重要で す。

□✓ 構成メ ン バー

□✓ 活動内容・ 場所

□✓ チーム員の身分・ 責務の明確化

□✓ 定例的な 集ま り 、 ケース 会議　 な ど

●チームの名称

 ●　 チ ームの名称を 、 みんな が親し みやすいも のにする こ と で 、 支援のハード ルを 低く し 、 保護

者等と の関係がつな がり やすく な り ま す。

地域の

ニーズ・ 課題

チームづく り

・ 参加者数　 ・ 活動回数　 ・ チーム員のやり がい

・ 支援さ れた人へのアンケート （ 悩みが軽減し た、 困っ ていたこ と が解決でき た等）

※目標に照ら し た指標など

活動の工夫等検討 変化の把握

狙っ た

成果の確認

活動目標・

タ ーゲッ ト ・

評価指標の設定

（ 活動に反映）

活

動

内

容

評価指標例
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【 参考】

高萩市家庭教育支援チ ーム要項（ 茨城県）

（ 設置）

第１ 条　  高萩市地域家庭教育推進協議会設置要項に基づき 、 家庭の教育力向上を 図る ため家

庭教育推進事業の企画運営を 行う 高萩市家庭教育支援チ ーム（ 以下「 支援チ ーム」

と いう 。） を 設置する 。

（ 構成）

第２ 条　 支援チ ームは次に掲げる 者を も っ て 構成する 。

　 　 　 　（ １ ） 子育て サポータ ーリ ーダー

　 　 　 　（ ２ ） 子育て サポータ ーサブ リ ーダー

　 　 　 　（ ３ ） 社会教育指導員

　 　 　 　（ ４ ） 教育委員会生涯学習課職員

　 　 　 　（ ５ ） その他

（ 事務局）

第３ 条　 支援チ ームの事務局は、 教育委員会生涯学習課内に置く 。

（ 業務）

第４ 条　 支援チ ームは、 家庭教育を 推進する ため、 次に掲げる 業務を 行う 。

　 　 　 　（ １ ）  茨城県教育庁生涯学習課発行の家庭教育支援資料（「 家庭教育ブ ッ ク ひよ こ 」、

「 家庭教育ブ ッ ク 」 及び「 家庭教育ブ ッ ク 　 つばさ 」 等） の配布

　 　 　 　（ ２ ）「 子育て サポータ ー」 の活動支援

　 　 　 　（ ３ ）「 子育て サポータ ー」 研修会の企画・ 運営

　 　 　 　（ ４ ）「 子育て 講座」 連絡調整

　 　 　 　（ ５ ） 家庭教育支援人材の養成

　 　 　 　（ ６ ） 訪問型家庭教育支援

附則　 こ の要項は平成 2 5 年 5 月 1 0 日から 施行する 。

　 　 　 平成 2 8 年 5 月 3 0 日一部改正

● 　 特に、 相談業務や訪問型支援を 行う 場合、 家庭や関係機関と のト ラ ブ ルを 防止し 、 ま た、 チー

ム員自身がト ラ ブ ルに巻き 込ま れないためにも 、決ま り に以下の内容を 盛り 込むこ と も 必要です。

□✓ 守秘義務・ 個人情報の取扱い

□✓ 身分証や名刺の準備

□✓ 不必要な 情報提供の抑制

□✓ 相手から 話を 聞く 姿勢

□✓ 話を 聞く 時間や支援の期間

□✓ 個別問題があっ た場合の対応の仕方

□✓ 支援員同士の連携な ど
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●守秘義務・ 個人情報の取扱い

 ●　 チ ーム員の守秘義務について は、 訪問支援員に個人情報保護に関する 誓約書を 行政に提出さ

せて いる 例や、 事業の実施要項に個人情報保護条項を 盛り 込み、 地方公共団体の個人情報保護

条例を 適用し て いる 例も あり ま す。

個人情報保護上の工夫（ 大阪府大東市）

（ 教育委員会教育政策室中心）

● 　 平成 2 8 年度より 、家庭教育支援事業と し て小学校区単位にスク ールソ ーシャ ルワーカ ー（ 7 名）

を 中心と する相談・ 訪問チームを 1 2 チーム編成し（ 1 0 7 名）、小学 1 年生宅への全戸訪問等を 実施。

● 　 チ ームの構成員と し て 、 民生委員・ 児童委員、 主任児童委員、 青少年指導員等を 配置。

● 　 家庭教育支援事業における 個人情報の収集（ 本人以外から の収集・ 収集し てはなら ない情報（ 思

想、 信仰、 信条その他の心身に関する 基本的な個人情報や社会的差別の原因と なる おそれのある

個人情報） の収集） については、 大東市個人情報保護審査会の答申によ り 例外事項と さ れている 。

● 　 ま た、 個人情報の目的外使用・ 外部提供について 、 同審査会の答申によ り 必要不可欠な も

のに限り 例外事項と し て 認めら れて いる 。

● 　 チ ームの構成員には大東市家庭教育支援チ ーム設置規則によ り 守秘義務が適用さ れて いる 。

コ
ラ
ム
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個人情報保護上の工夫（ 大阪府箕面市）

（ 子ど も 未来創造局人権施策室中心）

● 　 平成 2 3 年度よ り 不登校等児童生徒支援と し て 、 家庭教育支援チ ームを 学校に設置し 、 教

職員と 連携し な がら 有償ボラ ン テ ィ ア の訪問相談を 実施。

● 　 退職教員、 大学生、 学校ボラ ン テ ィ ア 、 元看護師等で 活動。

● 　 平成 2 7 年度に箕面市個人情報保護条例を 改正。 収集し た個人情報の目的外利用及び外部提

供の制限の例外と し て、「 市の執行機関に置かれた附属機関の意見を 聴いて 実施機関が定める

者について、その心身の保護又は生活の支援の目的のために必要がある と 認めた場合」 を 追加。

● 　 附属機関の意見を 聴いて 実施機関が定める 者と し て は、 生活困窮者、 ひと り 親世帯の親及

び児童、引き こ も り と 思われる 者、児童虐待を 受けたと 思われる 児童、不登校の児童又は生徒、

いじ めを 受けて いる と 思われる 児童又は生徒、 保護者の養育を 支援する こ と が必要と 思われ

る 児童及びその保護者な ど と な っ て いる 。

● 　 こ れによ り 、 学校と の連携が可能にな り 、 個人情報のよ り 円滑な 共有が可能と な っ た。

コ
ラ
ム

（ ７ ） 予算の確保

●　 チ ームの組織づく り や持続可能な 取組を 行う 上で 、 行政によ る 財政的支援も 必要と な る ケー

ス が多く みら れま す。 行政が事業主体と な っ て チ ーム員に謝金等を 払う ケ ース やチ ームそのも

のに事業委託等を 行う ケース 等があり ま す。

※活用できる文部科学省事業（ 例）

 ■　「 地域における 家庭教育支援基盤構築事業～家庭教育支援チ ーム強化促進プ ラ ン ～」（ 平

成 3 0 年度補助事業）

→各地域における 「 家庭教育支援チ ーム」 の組織づく り や家庭教育を 支援する 様々な 取組

（ 学習機会の提供、 親子参加型行事の実施、 相談対応な ど ） に つい て 、 事業実施に 係る

補助対象経費の三分の一を 国が支援する も の。

　

※その他の活用でき る国等の事業・ 制度（ 例）

 ■　 平成 2 7 年度から ス タ ート し た、 子ど も ・ 子育て 支援新制度（ 内閣府、 文部科学省、 厚

生労働省） における 地域子ど も・ 子育て 支援事業で ある「 地域子育て 支援拠点事業」（ 事例：

山口市家庭教育支援チ ーム） や「 利用者支援事業」（ 事例： 和歌山県湯浅町家庭教育支援チ ー

ム） のほか、地元自治体等の独自の助成制度（ 事例： M IYA KO .Re vo lu t io n 2 1 ） も あり ま す。
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財政上の工夫 （ M IY A KO .Re vo l u t io n 2 1・ M レ ボ）

（ 岩手県宮古市）

● 　「 M IYA KO .Re vo lu tio n 2 1 ・ M レ ボ」 は、 平成 2 5 年度岩手県子育て サポータ ー養成講座

受講者 7 名から な る 「 ボラ ン テ ィ ア サーク ル」 で す。 未就学児と その保護者を 対象と し た事

業を 中心に親子がふれあう 機会を 提供で き る よ う 活動し て いま す。

● 　 活動を 始める に当た り 、 子供たち に披露する 教材やイ ベン ト で 使用する 備品を 揃え た いと

思いま し た。 し かし 、 メ ン バー内で そ の資金を ま かな う こ と は難し いと 気づき 、 助成事業を

探すこ と にし ま し た。

● 　 私た ち が実際に活用さ せて いた だ て いる も のには「 ①いわて 生協『 く ら ぶ活動』」、「 ②市

共同募金委員会『 宮古市歳末たすけあい運動地域福祉活動団体配分』」、「 ③県共同募金会『 福

祉のま ち づく り 支援事業』」、「 ④市『 宮古市地域創造基金』」 があり ま す。

　  　 ①は普段の生活で の店舗の利用から 、 ②④は N PO な ど で 活躍する メ ン バーから 情報が得

ら れたも ので す。 ③はイ ン タ ーネッ ト を 利用し て 見つけ出し ま し た。 助成を 受ける ため、 初

の申請書作り やプ レ ゼン の実施な ど 挑戦の連続で し たが、 そ のおかげで たく さ んの活動を 行

い、 自分た ち の身の丈に合っ た 分の教材・ 備品を 揃え ら れま し た。 今後は、 市の広報・ 子育

て だよ り な ど 無料で 利用で き る も のを 活用し 、 あま り お金を かけずに活動し て いき たいで す。

ま た、 こ れま で 揃え た 教材は、 他団体に貸与する こ と も 含め最大限に活用し た いと 考え て い

ま す。

● 　「 宮古の子供たち 、 その周り の大人たち が笑顔で ある よ う に」 が私たち M レ ボの願いで す。

そ のた めに、 な に よ り 自分た ち が笑顔で いら れる よ う に 活動を 続け て い ま す。「 無理せずで

き る 範囲で 」 を 心がけ、 活動を 細く 長く 継続し て いき たいと 思いま す。

コ
ラ
ム

表彰チーム
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２ ．「 家庭教育支援チーム」 に対する 行政のサポート

●　 チ ームは、 身近な 地域の人材等を 中心に組織さ れて いま すが、 地域の保護者等と の信頼関係

を 構築する こ と は重要で す。 チ ームはこ れま で 述べて き た よ う に、 行政職員の主導によ り 組織

づく り を 進める 場合や、 後述（ P.2 6 参照） のよ う に 地域住民等の主導に よ り 組織づく り を 進

める 場合があり ま すが、 いずれの場合で も 、 チ ームと し て の信頼を 確保する 上で 、 行政と 連携

し た活動や、チーム・ チーム員に対し 、行政が何ら かの公的な 位置づけを 与え る こ と も 有効で す。

●　 具体的には、 教育委員会等へコ ーディ ネ ータ ーを 配置し 、 チ ームに気軽に声を 掛ける こ と の

で き る 環境の醸成や、 学校の空き ス ペース や公民館な ど の活動場所・ 活動拠点の提供、 チ ーム

員に対する 継続的な 研修の提供な ど が考え ら れま す。

●　 こ の他、 行政内部において も 関係部局と 連携を 図る こ と で 、 例え ば域内の連携会議等の開催

に よ り 、 地域の支援者のネ ッ ト ワーク を 構築し 、 地域の課題や特性につい て 情報共有を 行い、

その議論を 踏ま え チームの活動内容等を 検討し て いく こ と も 考え ら れま す。

行政と の連携（ 男鹿市家庭教育支援チーム）

（ 秋田県男鹿市）

● 　 平成 2 0 年度よ り 文部科学省の補助事業を 受けて 、 男鹿市教育委員会生涯学習課の担当者

の意向で 家庭教育支援チ ームを 結成し 活動を 開始し ま し た。

● 　 現在は、 元保育士（ 3 名）、 主任児童委員（ 3 名）、 子育て 支援団体ス タ ッ フ （ 4 名）、 読み

聞かせボラ ン テ ィ ア （ 1 名） の 1 1 名で 活動し て いま す。

● 　 行政と の連携と し て は、 事務局を 男鹿市教育委員会生涯学習室に置き 、 常に連絡を 取り 合

いな がら 活動し て いま す。 ま た、 男鹿市教育委員会のほか、 おがっ こ ネウボラ や各学校、 子

育て 支援団体等と も 連絡・ 調整し 、 講座やイ ベン ト 等の設定を 行っ て いま す。

　  　 話し 合いを する う ち に、 共同によ る 企画・ 運営が決定する こ と も あり 、 事業の開催を 共催・

協力によ り 行う な ど 、 他機関と 連携する 機会も 多く あり ま す。

　  　 そのほか、 チ ーム員が男鹿市教育委員会と の打合せ会に参加し た り 、 秋田県の家庭教育指

導者研修会に参加し たり する こ と で 、 チ ーム全体の資質向上を 図っ て いま す。 加え て 、 広報

面で は、 講座の開催案内な ど を 生涯学習室を 通し て 各学校や幼稚園、 保育園等、 各関係機関

に配布し て いる ほか、 市の広報紙へ掲載し て いま す。 さ ら に、 行政が委嘱状の交付や、 名札

の作成・ 配布を する こ と で 、チ ーム員の身分を 保障し 、活動し やすい環境整備を 進めて いま す。

コ
ラ
ム

表彰チーム
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３ ．  「 家庭教育支援チーム」 同士、 他の子育て 団体と の連携・ ネッ ト ワー
ク づく り

●　 チ ーム同士、 他の子育て ・ 家庭教育支援団体等と のつな がり を 形成する こ と で 、 全て の家庭

が支援につな がり やすい、 よ り 広範かつき めの細かい支援のネッ ト ワーク を 形成する こ と が可

能で す。

●　 ま た、 ネ ッ ト ワーク を 通じ た 学習・ 啓発、 子育て 相談、 情報提供、 交流な ど を 広域的に行う

こ と で 、 地域の問題を 解決する 能力を 高めたり 、 自ら 活動する チ ームにおける 新たな 活動の方

向性を も たら すこ と も 期待さ れま す。

●　 ネッ ト ワーク づく り の方法と し て は、 各自治体の研修会や域内の連携会議、 文部科学省開催

の研究協議会な ど への参加が考え ら れま す。 そ の際、 お互い 顔を 合わせた 交流が大切で あり 、

ワーク シ ョ ッ プ や交流会な ど を 研修会等に盛り 込むこ と で 、 よ り 人間関係が深ま り 、 将来的な

ネッ ト ワーク の広がり につな がる と 考え ら れま す。

※こ のほか、 後述の【 Ⅴ． 地域住民・ 子育て 支援団体等向けに】 が参考と な り ま す。（ P.2 6 参照）
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組織づく り のき っ かけ、 苦労し た点についてイ ン タ ビ ュ ー①

Ｑ ： イ ン タ ビ ュ ー者、 Ａ ： 家庭教育支援チーム関係者

Ｑ ： 組織づく り のき っ かけは？

Ａ ：  新たに着任し た家庭教育推進員（ 元教員） の「 こ れま で の家庭教育講座を よ り 一層充実さ

せたい」 と いう 意向のも と 、 講演型の一方向の講座だけで はな く ワーク シ ョ ッ プ 等交流型

の講座や、 教育分野に加え 福祉分野の内容を 取り 扱う 等、 教育と 福祉を 連動さ せた家庭教

育支援の推進に力を 入れて いこ う 、 と いう 話にな っ たこ と がき っ かけで す。

Ｑ ： 誰に声を かけま し たか？

Ａ ：  学校教育部局内にある 、 教育支援課の所属長と 担当者が中心と な り 、 関係者に声を かけま

し た。 教育支援課は、 学校教育と 生涯学習（ 主に青少年育成の領域） を 所管し 、 家庭教育

支援事業の担当者、 推進員のほか、 指導主事、 SSW 、 SC も 机を 並べて おり 、 業務上の意

思疎通が日常的に行われて おり ま し た。 こ れを チ ームのベース と し て 、 健康推進課、 こ ど

も 支援課、 こ ど も 育成課（ 保育所・ 児童館等担当） の 3 課を 所属長と 担当者がま わり 、 協

力を 呼びかけま し た。 各部局間の了承が得ら れた上で 、 実働の主体と な る 担当者がチ ーム

員と な り 、 チームを 結成し ま し た。

Ｑ ： チ ーム結成ま で にど の程度の時間を 要し ま し たか？

Ａ ：  平成 2 4 年度に体制を 整え 、 平成 2 5 年度にチ ームを 設置し ま し た。

　 　  最初は連絡会議を 年に 1 回開催する 程度で し た が、 会議の内容は「 講座メ ニ ュ ーの内容」

や「 啓発リ ーフ レ ッ ト の掲載内容」 等、 具体的な 内容と する こ と を 心がけま し た。

　 　  結成後 1 ～ 2 年は、 家庭教育推進員を 中心と する ユニ バーサル型※７ の支援のみで あ り ま

し たが、 3 年目く ら いから SSW を 中心に訪問型ア ウト リ ーチ によ る タ ーゲッ ト 型※８ の支

援へと つな がっ て いき ま し た。 訪問型の機能を 持つこ と がで き たのは、 不登校対策と 家庭

教育支援の両方に携わる SSW を タ ーゲッ ト 型支援の中心人物と し 、 既存の不登校対策の

取組を 家庭教育支援の領域と し て 再構築で き たこ と が大き な 要因で す。 その際に、 社会福

祉法人と の契約によ る 連携体制を 構築で き たこ と によ り 、 活動の幅がよ り 一層広がり ま し

た。

Ｑ ： 苦労し た点はあり ま すか。

Ａ ：  家庭教育講座を 中心と する ユニ バーサル型の支援について は、 乳幼児期における 福祉領域

の支援を 知り 、 その良さ を 教育領域の家庭教育支援に連動さ せて いく かと いう 点において

試行錯誤を 続けま し た。 ま た、 登校支援を 中心と する タ ーゲッ ト 型の支援について は、 個

別の学校や家庭に対し 、 1 件 1 件対応し て いる 現状で あり 、 それを サービ ス と し て 標準化

（ 一般化） し て いく こ と に 苦慮し て いま す。 チ ームの今後について 、 チ ーム員のう ち 、 行

政職員の担当者が異動等に よ り 3 ～ 5 年のサイ ク ルで 変更する た め、 マ ン パワ ーに よ り

作り 上げたも のを 組織・ 仕組みと し て ど のよ う に継続し て いく かと いう 点が課題で す。

コ
ラ
ム

※７ 　  文部科学省報告書「 家庭教育支援の具体的な 推進方策について」（ P.3 7 参照） で は、「 家庭教育支援は、 広く 全て

の家庭の家庭教育の試みに対する 応援と し てのユニバーサルな展開と 、 同時に困難を 抱えた家庭のそれぞれの個別

の事情に寄り 添う 支援が求めら れている 」 と 記載。

※８ 　  訪問型家庭教育支援のタ ーゲッ ト 型については P.2 4 参照。
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組織づく り のき っ かけ、 苦労し た点についてイ ン タ ビ ュ ー②

Ｑ ： イ ン タ ビ ュ ー者、 Ａ ： 家庭教育支援チ ーム関係者

Ｑ ： 組織づく り のき っ かけは？

Ａ ：  行政担当者の発案です。 平成 1 9 年度を も っ て、文部科学省の補助事業が終了し たこ と によ り 、

子育て支援（ 家庭教育支援） に関わる 事業が大幅に減少する ため、 文部科学省が公募し たモデ

ル地区の一つと なる べく 、 家庭教育支援チーム設置に手を 挙げまし た。 平成 1 9 年度ま では、

広く 浅く の子育て支援でし たが、 支援チームは、 せまく 深く のモデル事業と 位置付けまし た。

Ｑ ： 誰に声を かけま し たか？

Ａ ：  既に子育てサポータ ーと し て活躍し ていた A さ んを チームの中心と なる 候補者と し まし た。 A

さ んと 教育委員会と で、 地域の諸団体を 訪問し 、 趣旨を 説明し 、 メ ン バーを 推薦し ていただき

まし た。 教育委員会が事業に関わっ ている こ と によ っ て、 地域の協力を 得やすかっ た面も ある

と 思います。 こ の結果、子育てサポータ ーを 支援する 家庭教育アド バイ ザーである 臨床心理士、

保育士、 民生委員・ 児童委員、 主任児童委員、 保護者がメ ン バーと し て確定し まし た。

Ｑ ： チーム結成ま で にど の程度の時間を 要し ま し たか？

Ａ ：  平成 2 0 年 4 月には文部科学省に計画書を 提出し て いる こ と から 、 補助事業の終了が決定

し 、 新規事業の概要が明確と な っ た時点で 、 教育委員会事務局が事業開始に向け動き 始め

たと 思われま す。 5 月中旬には、 第 1 回のチ ーム会議を 開催し て いま す。

Ｑ ： 苦労し た点はあり ま すか。

Ａ ：  チ ームが地域の中で 認知さ れる ま で に時間を 要し たこ と が苦労の一つで し た。 教育委員会

担当者が、 チ ームの立ち 上げから 、 ある 程度自立し た 活動が可能と な る ま で 、 時間を かけ

て サポート を 行いま し た。 当時の担当が教頭職から 配置さ れた職員で あり 、 学校や地域と

の接し 方に十分な 経験があっ たこ と は、 チ ームの立ち 上げと 活動が軌道に乗る ま で の期間

に大き な 役割を 果たし たと 思われま す。

　 　  ま た、 チ ームで は地域の団体や人がつな がる こ と で の家庭教育支援を 目指し て おり 、 直接

的な 家庭教育支援を 求める 方々には、 地域における チ ームの役割がコ ーディ ネート 機能で

ある こ と を 共通理解し て いただける ま で に時間がかかり ま し た。

Ｑ ： 地域で の協力は得ら れて いま すか？

Ａ ：  チ ームが単独で 活動する ので はな く 、 地域と と も に活動する こ と を 意識し て いま す。 チ ー

ムへの情報提供や事業の企画運営の支援を し て く れる 地域の諸機関・ 諸団体（ 小学校、 中

学校、 幼稚園、 保育園、 公民館、 保健福祉セ ン タ ー、 PTA 等） に よ っ て 構成さ れる 「 地

域協力者会議」 を 立ち 上げま し た。 講座の実施や相談事業を はじ めと する き め細やかな 運

営はチ ームが行いま すが、 こ の「 地域協力者会議」 と チ ームと が一体と な っ て いる こ と が

本市のチ ームの特徴で す。 な お、 チ ームの事業や会議な ど の他、「 地域協力者会議」 にも

教育委員会が出席し て おり 、 チ ームだけに任せず、 教育委員会がチ ームと 一緒に活動する

こ と で 、 地域の理解が増すと 思われま す。

コ
ラ
ム
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１ ． 訪問型家庭教育支援の目的と 役割

●　 子育て で 様々な 課題を 抱え な がら も 、 地域社会から 孤立し 、 自ら 保護者向けの学びの場や相

談の場な ど に足を 運ぶこ と が難し い保護者に対する 支援を 行う 上で 、 家庭を 訪問し て 不安や悩

みを き いたり 、 情報を 提供し たり する 訪問型の家庭教育支援活動は効果的な 取組の一つで す。

●　 例え ば、 専門家で はな いチ ーム員が関わる こ と によ っ て 、 隣の人が声を かける よ う な 関わり

の中で 、 結果と し て 、 学校に対する 要望や学校と 保護者の思い違い等に対し て 、 相互の思いを

く みと り つな げる こ と がで き た例や、 学校と 家庭の間に第三者で ある 家庭教育支援チ ームが入

る こ と で 、 学校、 行政、 各関係機関が連携し て 支援で き た 例な ど 、 第三者が入っ た ア プ ロ ーチ

によ り 、 保護者の悩み・ 不安に応え る 効果も 期待さ れて いま す。

【 訪問型家庭教育支援の主な役割】

① 家庭の孤立化を 防ぎ 、 家庭教育に関わる 問題の発生予防や早期発見につな げる こ と

② チーム員が保護者の話を 丁寧に聴く こ と によ る 家庭教育の悩みや不安の解消

③ 保護者が学びの場な ど の拠点につな がる こ と を 支援

④ 専門的な 対応が必要な 問題に対し て は関係諸機関の支援につな げる こ と 　 　 な ど

【 チーム員が訪問する場合に、 身に付けてほし いスキル】

① 訪問型家庭教育支援のねら いや内容等の役割を 自覚で き る

②  信頼関係の構築や受容的な コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン 、 傾聴ス キルな ど 寄り 添い 関わる こ と が

で き る

③ 地域ネッ ト ワーク への参加な ど つな がる ・ つな ぐ こ と がで き る

④ 基本的人権や守秘義務な ど を 理解し 、 守る こ と がで き る 　 　 な ど

☞  訪問型家庭教育支援※９ について 基本的な 事項を 説明し ま す。 な お、 訪問型家庭教育支援につ

いて は、 別途、 文部科学省が作成し た「 訪問型家庭教育支援の関係者のた めの手引き 」 及び

同手引き の「 ポイ ン ト 」 があり ま すので 御覧く ださ い。

【 訪問型家庭教育支援の関係者のための手引き】 【 訪問型家庭教育支援の関係者のための手引き（ ポイ ント ）】

訪問型家庭教育支援に取り 組むポイ ントⅣ

※９ 　  訪問型家庭教育支援については、 個人情報の取扱いや傾聴スキル、 行政各部局や学校等と の連携、 体制整備など も

含め、 綿密な準備が必要です。 こ のため、 ま ずは学びの場の提供や地域の居場所づく り など を 行い、 その次の段階

と し て、 訪問型家庭教育支援にアプ ロ ーチする こ と も 考えら れま す。 ま た、 地域の課題を 踏ま えて人材育成など の

準備を 進め、 最初から 訪問型家庭教育支援にアプ ロ ーチする こ と も 考えら れま す。
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●　 特に問題を 抱え た 家庭を 対象と する 場合、 その家庭が抱え て いる 問題を チ ーム員が抱え 込ん

で し ま わな いこ と が重要で す。 こ のた め、 保護者と の人間関係を つく る こ と 、 相談や交流の場

への参加を 促すこ と を 第一と し 、 例え ば児童虐待の恐れな ど 重篤な 問題を 抱え る 保護者につい

て は、 直ち に関係する 専門的な 機関に対応を 任せる こ と が大切で す。

●　 チームの活動と し て 、 講座等の学びの場の提供 → 地域の居場所づく り  → 訪問型支援と 展開

する 方法があり ま すが、 特に不登校児童等への対応と し て 、 学校担当部局を 中心と し て 、 当初

から 訪問型支援に取り 組むためのチ ームを 結成する こ と も あり ま す。

２ ． 訪問型家庭教育支援の類型例※１０

※　 例え ば、 ベルト 型（ 小学校 1 年生全戸訪問） と タ ーゲッ ト 型（ 不登校対応） を 並行し て 行う

こ と も あり ま す。

●　 こ のほか、 乳幼児健診の場な ど の多く の保護者が集ま る 機会の活用や「 家庭教育支援チ ーム」

等が企業に 出向い て 家庭教育に 関する 講演を 行う 取組な ど 、 サービ ス を 届け る 幅広い ア ウ ト

リ ーチ 型の支援を 含めて 、 訪問型家庭教育支援と 呼ぶこ と も あり ま す。

●　 ま た、 IC T 等を 活用し て 分かり やすく 情報提供を 行い、 保護者の家庭訪問の要望を 拾う な ど 、

家庭教育支援にア ク セ ス し やすい環境を つく り 、 保護者の希望に対応する こ と も 大切で す。

全ての家庭への対応

困難を 抱える家庭への対応

①ユニバーサル型
➡　 全ての家庭を訪問

③タ ーゲッ ト 型
➡　 不登校や非行、 ネグレ ク ト 、 育児不安
　 　 など課題のある家庭や希望のある家庭
　 　 を訪問

④エリ ア型
➡　 地域ごと の特徴に応じ た訪問支援の
　 　 メ ニュ ーを設定

課題のある家庭や保護者を早期に発見！
非行や不登校など問題が大き く なる前に把握！

困難を抱えた保護者に寄り 添っ た助言。
相談や課題解決に向けた情報提供などを通し た
支援の実施。

問題の未然防止につなげる

必要に応じ て専門機関への橋渡し を行う

②ベルト 型
➡　 小１ 保護者対象、 中１ 保護者対象など
　 　 対象年齢を限っ て全ての家庭を訪問

※ 1 0 　  文部科学省報告書「 家庭教育支援の具体的な 推進方策について 」 の P.1 5 に訪問型家庭教育支援の類型化にかか

る イ メ ージ図について記載。
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３ ． 学校教育担当部局と の連携・ 学校教育担当部局のリ ード

●　 訪問型家庭教育支援を 起点と し た 対応を 取っ て いく ためには、 訪問型支援を 行う チ ームを 支

え る 地域のネッ ト ワーク の構築が重要で す。

●　 例え ば、 不登校や問題行動と いっ た児童生徒の抱え る 課題には、 家庭の問題が関係し て いる

場合も ある こ と から 、 保護者に対する ア プ ロ ーチが大切で す。

●　 こ のよ う な 課題に対し 、 訪問型家庭教育支援を 拠点と し た早期の対応を 取っ て いく ためには、

訪問型支援を 行う チ ームを 支え る 地域の専門機関のネ ッ ト ワーク が機能し て いる こ と が条件と

な り ま す。 そこ で は、 学校等の教育関係の機関、 福祉関係の機関を はじ めと し た関係機関が問

題を 検討で き る 場を つく り 、 ス ク ールソ ーシ ャ ルワーカ ーやス ク ールカ ウン セ ラ ーな ど の専門

家が必要に応じ て 議題を リ ード し て いく こ と も 考え ら れま す。
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１ ． 地域住民等の主導によ り チームの組織づく り を 進める 方法

●　 地域住民・ 子育て 支援関係団体がチ ームの組織づく り を 進める 場合、 例え ば、 ①都道府県等

の子育て サポータ ー養成講座を 受講し た 地域住民が核と な り 組織する 方法や、 ②既に地域で 活

動し て いる 様々な 子育て 支援団体、 サーク ル活動等の全部や一部を チ ームと し て 位置付け、 組

織する 方法な ど が考え ら れま す。

　 　　 ※例えば 4 月から 検討を ス タ ート し た場合（ 4 月以外から も ス タ ート で き ま す。）

２ ． 行政と の相談

●　 活動を 検討する 上で 、 地域のニ ーズに応じ た活動内容や財政面の問題、 地域の様々な 子育て

関係機関と の連携な ど の検討も 考え ら れま す。 よ り 円滑に活動を ス タ ート し て いく 上で 、 地域

の家庭教育支援行政担当者と 事前に相談を し な がら 、 活動内容を 検討する 方法も あり ま す。

●　 ま た、 活動を 進める 上で 、 地域の保護者等と の信頼関係を 構築する こ と は重要で す。 信頼確

保の観点から は、 行政と 連携し て の取り 組みや、 文部科学省の「 家庭教育支援チ ーム」 の登録

制度（ P.3 4 参照） を 活用する こ と も 有効で す。

●　 な お、 都道府県等が主催する 、 家庭教育支援に関する 専門的な 知識・ 技術や実践的な 活動を

推進する た めの講座な ど に市町村を 通し て 参加する こ と で 、 資質の向上を 図っ て いく こ と も 考

え ら れま す。

３ ．「 家庭教育支援チーム」 の組織づく り を 進める ために必要な こ と

●　 チ ームは、 必ずし も 法人格を 有し て いる 必要はあり ま せんが、 チ ームと し て の信頼性を 高め

る 観点から 、 例え ば、 チームのメ ン バー、 活動内容・ 場所、 チ ーム員の身分・ 責務の明確化や、

チ ーム員の定例的な 集ま り な ど について 一定の決ま り を 作る こ と も 重要で す。

4 月～6 月 7 月～9 月 1 0 月～1 2 月 1 月～3 月 チーム活動開始

　（行政と活動内容等の相談）■地域住民・

ＮＰＯ

等による活動の検討

■
行政等により関係機関等へ連携の働きかけ

■行政等主催の養成講座への参加■行政等と財政面・連携面等を　　含めた具体的な活動内容の検討 ■チーム規約の作成年間活動スケジュールの作成 ■講座等の企画検討家庭教育支援チームの組織化 ■講演会の開催等サロン家庭教育支援講座の開催チームの活動開始

地域住民・ 子育て支援団体等向けに
（「 家庭教育支援チーム」 のつく り 方）Ⅴ
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【 参考】

福岡県新宮町　 ra in b o w  h o u se  会則

第１ 条　 名称

　 こ の会は「 ra in b o w  h o u se 」 と 称す

第２ 条　 目的

　 １ ．  子育て 中の親、 こ れから 親と な る 方々へ、 親と し て 大切な こ と ・ やら な ければいけな

いこ と を 、 様々な 体験を 通し て 伝え て いく

　 ２ ．  未来を 担う 子ど も 達が、 正し い基本的生活を 身につけのびのびと 育っ て いける 環境と

な る よ う 、 親はも ち ろ ん地域全体で 育て て いく

第３ 条　 活動

　 こ の会は目的を 達成する ために次の活動を 行う

　 １ ． 子ど も から お年寄り ま で 全て の世代の人と 交流で 様々な 体験を する 活動

　 ２ ． 楽し く 子育て を 行え る よ う 伝え て いく 活動

　 ３ ． その他、 目的を 達成する ために必要な 活動

第４ 条　 事業

　 １ ． 子育て ひろ ば

　 ２ ． 保護者のイ ベン ト

　 ３ ． 子育て 相談

　 ４ ．一時預かり

第５ 条　 会員

　 本会の趣旨に賛同し た個人及び団体

第６ 条　 運営

　 １ ． 事業に伴う 収入

　 ２ ． その他の収入

第７ 条　 解散

　 こ の会は次にあげる 事由によ り 解散する

　 １ ． 役員の欠亡によ り 会の運営が困難にな っ たと き

　 ２ ． こ の会が解散し た時に残存する 資金は全額寄付と し 、 寄付先は話し 合いの上決定する

（ 附則）

　 こ の会則は、 平成 2 0 年 4 月 1 日から 施行する

　 本改訂版は、 平成 2 5 年 4 月 1 日よ り 施行する

●　 な お、 チ ームの名称を 、 みんな が親し みやすいも のにする こ と で 、 支援のハード ルを 低く し 、

保護者等と の関係を つな がり やすく する こ と も 考え ら れま す。

※ こ のほか、 前述の【 Ⅲ．「 家庭教育支援チ ーム」 のつく り 方と 活動に 当た っ て の留意点（ 行政

職員向け）】 が参考と な り ま す。（ P.8 参照）
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事例紹介Ⅵ

焼津市家庭教育ネッ ト ワーカ ー（ 静岡県）

【 設立経緯】 

・ 　 平成1 0 年4 月に 静岡県から 「 子育て グ ループ 事業」 の提唱があ り 、 家庭教育支援チ ームを

組織。 それ以前にも 子育て グループ は存在し て いたが、 全て の学区にグループ を 設置し 、 各グ

ループ 間の交流を 図る こ と を 目的と し た。  

【 構成員】 

・ 　 現在、 コ ーディ ネ ータ ー（ 各子育て グループ への協力・ 援助・ 助言を 行う 者） な ど 4 名で 活

動し て いる 。  

【 活動内容】 

・ 　 未就学児と その親を 対象と し た親子参加型の家庭教育講座「 親子のつど い」 や、 父子の触れ

合いを 目的と し た 「 父親講座」 な ど を 開催。 講座の内容は、 食育や工作な ど を テ ーマ に、 保護

者のニ ーズに合わせ、 年度ご と 協議し 決定し て いる 。  

・ 　 市内小学校1 3 校全て の就学時健診で 、 「 基本的生活習慣と 親子のコ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン 」 を

テ ーマ と し た講演会を 運営し て いる 。  

・ 　 社会教育課主催の子育て グループ と 連携し 、 参加し て いる 保護者の相談対応や活動の見守り

を し て いる 。  

【 効果】 

・ 　 講座等について は、 広報紙や市ホームページ の利用、 チ ラ シ ・ ポス タ ーの掲示を 市内公共施

設や民間企業（ 銀行等） に依頼な ど を 行い、 周知し て おり 、 地域ぐ る みで 家庭教育支援に取り

組む気運が醸成さ れつつある 。  

【 年間予算規模・ 活用事業】 

・ 　 平成3 0 年度の予算は2 ,1 9 5 千円、 家庭教育ネ ッ ト ワ ーカ ーに対する 謝礼・ 連携し て い る 子

育て グループ の活動な ど に活用。  

【 問合せ先】 

・ 　 焼津市教育委員会社会教育課 社会教育担当 ☎： 0 5 4 -6 6 2 -0 5 1 1  

講座型
表彰チーム
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南魚沼市家庭教育支援チーム「 だんぼの部屋」 （ 新潟県）

【 設立経緯】 

・ 　 平成2 0 年度よ り 、 文部科学省のモ デル事業にお ける 補助を 活用し て 、 家庭教育の充実を 目

指し 家庭教育支援チ ーム「 だんぼの部屋」 を 設置。  

　 　 子育て に不安や悩みを 持ち 孤立し がち な 保護者、 家庭教育について 学ぶ機会のな い保護者へ

の支援を 目的に活動を 開始。  

　 　 現在は市内4 つの小学校と 1 つの総合支援学校内を 拠点に活動し て いる 。

【 構成員】 

・ 　「 だんぼの部屋」 には、 学校の保護者、 元保護者な ど 1 8 名から 成る 、 地域コ ーディ ネータ ー

（ 兼家庭教育支援員1 名） と 家庭教育支援員な ど を 配置。

【 活動内容】 

・ 　 保護者が気軽に 立ち 寄っ て 子育て の悩みや日頃の思い を つ ぶやい た り 話す こ と がで き る

「 し ゃ べり 場サロ ン 」 を 開設。 孤立し がち な 保護者が「 ほっ と 」 で き る 場所を 提供し て いる 。  

・ 　 親子参加型の料理教室やも の作り 教室等を 開催し 、 親子で 楽し みな がら 交流を 深める 機会を

提供し て いる 。  

・ 　 広報紙を 年1 0 回程度発行し 、 情報発信に努めて いる 。  

【 効果】 

・ 　 保護者が気軽に立ち 寄っ て つぶやける 場所を 提供で き て いる 。  

・ 　 親子料理教室やも の作り 教室を 通じ て 親子や参加者で 共同作業する こ と によ り 、 ふれあいの

輪が広がっ て いる 。  

【 年間予算規模・ 活用事業】 

・ 　 年間予算： 1 ,6 8 0 千円（ 平成2 8 年度実績）  

・ 　 活用事業： 新潟県学校・ 家庭・ 地域の連携促進事業

【 問合せ先】 

・ 　 南魚沼市教育委員会 子ど も ・ 若者育成支援セ ン タ ー 

　 　 住所： 〒9 4 9 －6 7 7 2  

　 　 　 　 　 新潟県南魚沼市二日町4 2 8 番地1  

　 　 　 　 　 ☎： 0 2 5 -7 7 3 -6 6 1 1  ／ フ ァ ッ ク ス ： 0 2 5 -7 7 3 -6 6 3 2  

拠点型
表彰チーム

2 9



湯浅町家庭教育支援チーム「 と ら いあんぐ る 」 （ 和歌山県）

【 設立経緯】 

・ 　 以前よ り 非行や万引き 、 校内暴力な ど の虞犯行為や、 授業妨害等の反社会的な 問題行動が多

く みら れ、 担任や学校だ け で は解決で き な いよ う な 課題が多かっ た 。 そ こ で 平成2 0 年度に Ｓ

Ｓ Ｗを 配置、 平成2 1 年度よ り 訪問型家庭教育支援を 始める に至っ た。  

【 構成員】 

・ 　 現在は、 チ ームリ ーダ ー（ Ｓ Ｓ Ｗ兼務） 、 サブ リ ーダ ー、 ア ド バイ ザー、 訪問支援員（ 1 3

名： 元校長・ 教員、 主任児童委員、 民生・ 児童委員、 母子保健推進委員、 栄養士、 読み聞かせ

ボラ ン テ ィ ア 、 地域住民等） の計1 6 名で 活動。  

【 活動内容】 

・ 　 0 歳児から 中学校3 年生ま で の全て の子育て 家庭を 家庭教育情報誌「 すま い る 」 を 配布し な

がら 訪問し 、 子育て に関する 相談から 世間話ま で 幅広く 傾聴する こ と で 、 保護者に寄り 添い、

孤立し た家庭がな いよ う 見守り 支援を 行っ て いる 。 そ のこ と によ っ て 、 問題の未然防止や早期

発見・ 早期対応につな げて いる 。  

・ 　 家庭・ 学校や地域、 関係機関から の情報や相談の対応及び支援に つい て は、 ケ ース に 応じ

て 、 学校や関係機関と 常に連絡を 密にし 、 役割分担を し な がら チ ーム対応を 行っ て いる 。  

・ 　 利用者支援事業を 活用する こ と で 、 「 福祉（ 医療・ 介護・ 保健） と 教育の一体型」 で 切れ目

のな い子育て 支援を 行う 体制を 整え て いる 。  

【 効果】 

・ 　 全世帯の状況把握が可能で 、 早期発見や迅速な 対応につな がる 。  

・ 　 気にな る 家庭に対し て 、 継続的な 支援や見守り が可能と な る 。  

・ 　 全戸訪問のため、 初回の訪問がス ムーズに行え る 。  

・ 　 定期的に訪問する ため、 保護者にと っ て は、 いつで も 相談で き る と いう 安心感につな がっ て

いる 。  

・ 　 保護者と 話を する こ と で 学校への不信感な ど が解消さ れ、 ク レ ームが減少し て き て いる 傾向

にある 。  

【 年間予算規模・ 活用事業】 

・ 　 厚生労働省の「 利用者支援事業」 を 活用（ 平成2 9 年度予算額7 2 0 万円）  

・ 　 文部科学省の「 先駆的家庭教育支援推進事業」 を 活用（ 平成2 9 年度予算額1 3 0 万円）

【 問合せ先】 

・ 　 湯浅町教育委員会 ☎： 0 7 3 7 －6 3 －1 1 1 1  h ttp ://yu a sa .e d . j p /p u b l ics/in d e x/2 0 / 

訪問型（ ユニバーサル型）
表彰チーム

3 0

http://yuasa.ed.jp/publics/index/20/


白老町家庭教育支援チーム「 ぴんぽーん」 （ 北海道）

【 設立経緯】 

・ 　 地域における 家庭教育を 支援する ため、 平成2 1 年4 月に、 文部科学省の補助事業を 受け家庭

教育支援チ ームを 設置。  

【 構成員】 

・ 　 チ ームリ ーダー（ 子育て N Ｐ Ｏ 法人の代表） 、 元教員、 子育て サポータ ー2 名の4 名で 活動し

て いる 。  

【 活動内容】 

・ 　 全て の乳幼児定期健診で 聞き 取り 調査を 行っ て いる ほか、 2 年に一度、 保育所・ 小学校等の

全保護者を 対象にア ン ケート 調査を 実施し 、 家庭訪問の意向を 確認し た上で 、 希望者への訪問

型相談活動を 行っ て いる 。  

・ 　 月に一度、 支援チ ーム会議を 実施し 、 必要があれば町健康福祉課や教育関係機関と の連携に

努めて いる 。  

・ 　 全町民対象の子育て 講座を 年2 回開催し て いる ほか、 学校の授業参観や各種研修会等で の講

演活動も 行っ て いる 。  

【 効果】 

・ 　 訪問相談の日時や場所の設定を 利用者の希望に応じ て いる ほか、 寄り 添っ た傾聴やア ド バイ

ス を 行う こ と で 、 子育て の悩みやス ト レ ス を 軽減さ せる な ど の大き な 効果を 出し て いる 。

・ 　 乳幼児の頃に利用し た 保護者が、 子供の成長に伴い再度相談を 希望する な ど 、 継続的な 支援

に結びついて いる 。  

・ 　 家庭教育の重要性を 繰り 返し 伝え る こ と で 、 保護者の意識が高ま り 、 子育て に関する 研修会

に父親や祖父母が参加する な ど の波及効果も 出て いる 。  

・ 　 関係機関と 連携する こ と で 、 虐待の予防にも つな がっ て いる 。  

【 年間予算規模・ 活用事業】 

・ 　 チ ーム員賃金、 外部講師謝礼金、 消耗品、 携帯料金等で 年間5 0 万円程度。

【 問合せ先】 

・ 　 白老町健康福祉課 子育て 支援室　  ☎： 0 1 4 4 －8 5 －2 0 2 1  

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  支援チ ーム直通 ☎： 0 9 0 －1 5 2 8 －9 0 1 8  

訪問型（ タ ーゲッ ト 型（ 希望家庭対象））
表彰チーム

3 1



高萩市家庭教育支援チーム（ 茨城県）

【 設立経緯】 

・ 　 平成2 8 年度よ り 、 文部科学省の委託事業を 活用し 、 家庭教育支援チ ームを 設置。  

・ 　 事業開始直後は学校関係者や保護者の認知度が低く 、 事業の内容が理解し て も ら え ず、 な か 

な か支援対象者を 選定で き な かっ た 。 家庭教育支援員の多く が元校長や元教員で ある こ と やあ

く ま で も 学校が第一で 、 その支援を サポート する 趣旨で ある こ と を 粘り 強く 学校側に説明し 理

解を 求めた。  

【 構成員】 

・ 　 元校長（ 7 名） 、 元教員（ 3 名） 、 児童養護施設職員（ 1 名） 、 適応教室指導員（ 1 名） の1 2

名で 活動。  

【 活動内容】 

・ 　 地域人材の活用や学校・ 適応指導教室等と 連携し 、 学校だけで は支援が困難な 家庭を 対象と

し た、 訪問型家庭教育支援事業を 実施。  

・ 　 保護者及び児童生徒の話を 傾聴し 、 寄り 添いな がら 「 学校と 家庭を つな ぐ 役割」 及び「 課題

の早期発見・ 未然防止」 ・ 「 専門機関への橋渡し 」 を する こ と を 目的と し て おり 、 主に中学校

から 支援要請のあっ た不登校児童生徒を 中心に支援し て いる 。  

・ 　 平成2 9 年度から は、 市内2 つの中学校に拠点校支援員を 配置し 、 情報の共有や課題の早期発

見に努めて いる 。 ま た、 小学校1 年生の家庭を 全戸訪問し 、 保護者の不安や悩みな ど を 伺い、

深刻な 事例にな る 前の早期対応を 行っ て いる 。  

【 効果】 

・ 　 平成2 8 年度から の継続支援者7 名と 平成2 9 年度の新規支援者3 名に対し て 、 平成3 0 年1 月現

在延べ1 7 1 回の家庭訪問を 行っ た。 数回の訪問で 不登校が改善し たり 、 根気強く 傾聴し 不登校

のき っ かけを 知る こ と で 対処し たケース も ある 。

【 年間予算規模・ 活用事業】 

・ 　 平成2 8 年度2 0 0 万円、 平成2 9 年度1 4 0 万円。

　 　 文部科学省委託事業 

【 問合せ先】 

・ 　 高萩市教育委員会学校教育課 ☎： 0 2 9 3 -2 3 -1 1 3 5 　 フ ァ ッ ク ス ： 0 2 9 3 -2 3 -1 1 2 6  

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  メ ール： g a k k o u @ c i ty . ta k a h a g i . l g . j p  

訪問型（ タ ーゲッ ト 型・ ベルト 型）
表彰チーム

3 2

mailto:gakkou@city.takahagi.lg.jp


いち き 串木野市家庭教育支援チーム「 ほっ と ルーム」 （ 鹿児島県）

【 設立経緯】 

・ 　 平成2 0 年1 0 月よ り 、 文部科学省の補助事業を 利用し て 家庭教育支援チ ームを 設置。 当時、

中学校の不登校生徒が多かっ たこ と から 、 小学生の頃から 保護者と 接し て いく 必要性が高ま っ

て いた こ と 、 ま た 当時のア ン ケ ート で 子育て に 不安のある 家庭が2 0 ％に上っ た こ と も あり 、

孤立し がち な 保護者のサポート のために訪問型の家庭教育支援を 開始し た。  

【 構成員】 

・ 　 退職校長、 元Ｐ Ｔ Ａ の副会長（ 3 名。 読み聞かせボラ ン テ ィ ア も 含む） 、 母子保健推進員の

5 名で 活動を し て いる 。  

【 活動内容】4 項目の支援活動 

〇支援活動1 【 相談活動】  

・ 　 市内全小学校の1 年生長子家庭訪問…年3 回 2 年生の長子家庭訪問…年1 回

・ 　「 ほっ と ルーム」 の出前サロ ン ､「 おあし す」 の開設…小学校、 保育園等対象

・ 　「 ほっ と ルーム」 における 相談活動（ 電話・ 来室）  

〇支援活動2 【 広報・ ア ン ケート ・ 連携・ 研修】  

・ 　「 ほっ と ルーム」 だ よ り の発行（ 民生委員・ 児童委員・ 市内全小・ 中の長子家庭・ 商工会等

への配布）  

・ 　 家庭教育に関する ア ン ケート 調査の実施（ 年1 回） …市内全小学校対象 

・ 　 家庭教育支援連絡協議会の開催（ 年2 回）  ・ 子育て 支援研修会等への参加 

・ 　 本事業の周知を 図る ための説明会の実施（ 入学説明会等）  

・ 　 関係課等と の情報交換、 連絡会…福祉課、 健康増進課、 学校教育課、 民生委員・ 児童委員、

Ｓ Ｓ Ｗ 

〇支援活動3 【 家庭教育学級等への参加・ 取材活動】

・ 　 市内全小学校の家庭教育学級や読み聞かせ会の取材活動

・ 　 各地区女性連が行う 母親学級等への訪問・ 取材活動 

〇支援活動4 【 企業等と の連携活動】  

・ 　「 ほっ と ルーム」 だ よ り の配布…い ち き 串木野商工会議所・ 市来商工会・ 青年会議所・ 事業

所等への配布 

・ 　「 ほっ と ルーム」 だよ り の原稿依頼　 ・ 企業代表を ､連絡協議会委員に委嘱 

【 効果】 

・ 　 家庭、 地域、 学校、 企業な ど の橋渡し を 行う 中で 、 連携し た家庭教育支援がで き て いる 。

【 年間予算規模・ 活用事業】 

・ 　 1 ,7 4 1 千円 

【 問合せ先】 

・ 　 家庭教育支援チ ーム「 ほっ と ルーム」 【 いち き 串木野市教育委員会社会教育課内】  

　 　 ☎： 0 9 9 6 -2 1 -5 1 3 0  

訪問型（ ベルト 型）
表彰チーム
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１ ．「 家庭教育支援チーム」 の登録制度

○登録制度について

●　 文部科学省で は、 平成 2 2 年よ り 「 家庭教育支援チ ーム」 を 核と し た 地域の主体的な 取組を

支援し て いく に当た り 、 各地域の取組状況の把握や、 効果的な 事例の収集・ 情報発信によ る 各

地域の取組の活性化促進に努める ため、チームの登録制度を 設けて いま す。 登録を 希望する チ ー

ムは、 登録要件を 満た し て いる こ と を 確認の上、 活動を 行う 市町村の家庭教育支援担当に申込

みを し て く ださ い。 登録期間は、 登録日から 翌々年度の 3 月 3 1 日ま で で す。（ 更新可能） 

○登録要件

●　 地域の人材を 中心に組織し 、 保護者への家庭教育支援の取組を 行う 家庭教育支援チ ームで あ

り 、 次の要件を 満たすこ と が必要で す。  

（ 1 ） 具体的な 取組内容と し て 、 以下のア ～エ のいずれか又はこ れら を 組み合わせた取組を 行う

も ので ある こ と 。  

ア  保護者への学びの場の提供 

保護者等に 対する 主体的な 「 学び」 と 「 育ち 」 に 関する 学習機会の提供や情報提供、

相談対応 

イ  地域の居場所づく り  

地域資源を 活用し た 親子参加型の体験型プ ロ グ ラ ムの実施・ 情報提供や、 日常的な 交

流の場の提供 

ウ 訪問型家庭教育支援 

家庭訪問等によ る 個別の情報提供や相談対応 

エ  そ の他、 取組の目的・ 内容等から 、 家庭教育支援に 資する 取組と し て 文部科学省が認

める も の 

（ 2 ） 継続的な 取組を 行う も ので ある こ と 。  

（ 3 ） 営利を 主たる 目的と し た活動を 行う も ので な いこ と 。  

（ 4 ） 特定の宗教的色彩の強い活動を 行う も ので な いこ と 。  

（ 5 ） その他、 家庭教育支援チ ームと し て 登録すべき で な い特段の事情がな いこ と 。

 

○登録のメ リ ッ ト

●　 登録さ れたチ ームは、 文部科学省ホームページ において 活動の掲載を し 、 全国に向けて 情報

を 発信で き ま す。 ま た、 文部科学省から 家庭教育支援に関する 情報や資料の提供を 受ける こ と

がで き る と と も に、 家庭教育支援チームのロ ゴ マ ーク を 使用する こ と がで き ま す。  

文部科学省ホームページ 「 家庭教育支援チ ーム」 の登録制度について  

（ h ttp ://w w w .m e x t.g o . j p /a _ m e n u /sh o u g a i/k a te i/1 3 5 4 6 8 3 .h tm ）  

「 家庭教育支援チーム」 に関する参考資料 
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コ ン セプ ト
「 温かく 包む支援の輪」 

地域の人々の支援の輪が、
子供や保護者の方を 温かく

包み込むイ メ ージ を 体現し
たロ ゴ マ ーク で す。  

【 家庭教育支援チームのロ ゴ マーク 】 

２ ．「 家庭教育支援チーム」 の文部科学大臣表彰制度 

○大臣表彰について

●　 文部科学省で は、 平成 2 9 年度よ り 特色ある 優れた活動を 行っ て いる 「 家庭教育支援チ ーム」

を 表彰し 、 身近な 地域にお け る 家庭教育支援活動の一層の推進と 、「 家庭教育支援チ ーム」 の

優良事例の広報、研究の進展及び認知度の向上を 図っ て いま す。 表彰は隔年で 実施し 、都道府県・

指定都市から 推薦のあっ たチ ームについて 審査の上、 決定し て いま す。

○表彰対象の基準

●　 表彰は、「 家庭教育支援チ ーム」 の行う 活動のう ち 、 そ の活動内容が他の活動と 比較し て 顕

著に優れ、 地域全体への普及効果の高いと 認めら れる も のに対し て 行い、 組織、 運営及び活動

について 、 概ね以下に掲げる 内容が必要で す。  

（ 1 ） 組織、 運営 

地域の状況に応じ た組織によ り 、 効果的かつ持続可能な 運営を 行っ て いる こ と 。  

（ 2 ） 活動 

ア  学校や保育所（ 以下「 学校等」 と い う 。）、 保護者、 地域住民等の意見や状況等を 反映

し た取組を 活発かつ継続的に行っ て いる こ と 。  

イ  学校等や地域の子育て 関係団体、 保護者、 企業な ど 、 地域全体が参画する た めの創意

工夫がな さ れ、 当該地域における 家庭教育支援活動の推進に効果を あげて いる こ と 。  

表彰チームの活動概要（ 平成2 9 年度）  

（ h ttp ://w w w .m e x t.g o . j p /a _ m e n u /sh o u g a i/k a te i/1 4 0 3 5 6 3 .h tm ）  

３ ． 各種情報提供  

・ 家庭教育支援に関する文部科学省ポータ ルサイ ト  

各地域に お ける 家庭教育支援チ ームの一覧及び活動

事例を 含めた 、 家庭教育支援に 関する 総合的な ポー

タ ルサイ ト 。   

（ h ttp ://k a te i .m e x t.g o . j p /）  
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・ 家庭教育支援チームリ ーフ レッ ト

　 つく ろう ！家庭教育支援チーム ～地域の力で家庭や子供を支える～（ 平成 28 年 2 月）   

　 身近な 地域に おい て 保護者への支援を 行う 「 家庭

教育支援チ ーム」 の組織づく り や活動を 支援する こ

と を 目的と し たリ ーフ レ ッ ト 。

（ h ttp ://k a te i .m e x t.g o . j p /co n te n ts4 /p d f/

H2 9 _ k a te ik yo u ik u sh ie n _ te a m .p d f）  

・ 訪問型家庭教育支援の関係者のための手引き 、同手引き のポイ ント（ 平成 2 8 年 3 月） 

　 地方公共団体で 訪問型家庭教育支援を 実施する 際に 、 役

立つと 思われる 情報や知見、 ノ ウ ハウ 、 よ り 良い 取組と す

る ための提案を 取組のヒ ン ト と し て 整理。  

【 訪問型家庭教育支援の関係者のための手引き 】

（ h ttp ://w w w .m e x t.g o . j p /co m p o n e n t/

a _ m e n u /e d u ca tio n /d e ta i l/_ _ icsF i l e s/

a fie ld fi l e /2 0 1 6 /0 3 /2 8 /1 3 6 8 9 6 2 _ 0 2 .p d f）

【 訪問型家庭教育支援の関係者のための手引き ポイ ン ト 】

（ h ttp ://w w w .m e x t.g o . j p /co m p o n e n t/

a _ m e n u /e d u ca tio n /d e ta i l/_ _ icsF i l e s/

a fie ld fi l e /2 0 1 6 /0 3 /2 8 /1 3 6 8 9 6 2 _ 0 1 .p d f）

・ 文部科学省報告書など 

●　 家庭教育支援の推進に関する 検討委員会報告書「 つな がり が創る 豊かな 家庭教育」

　   （ 平成 2 4 年 3 月） 

　 家庭内に閉じ て 家庭教育を 行う ので はな く 、 親も 子も 地域や社会で 他者と の

つ な がり や関わり 合い を 持つ こ と が重要で 、 そ れが家庭教育の内容を 豊かに

し 、 家庭教育の目的で あ る 子供の社会的自立と 、 親が子育て を 通じ て 自ら の人

生を 豊かにし て いく こ と につな がる こ と を 提案。

（ h ttp ://w w w .m e x t.g o . j p /co m p o n e n t/a _ m e n u /e d u ca tio n /d e ta i l /_ _ icsF i l e s/

a fie ld fi l e /2 0 1 2 /0 4 /1 6 /1 3 1 9 5 3 9 _ 1 _ 1 .p d f）   

●　「 家庭教育支援チ ームの在り 方に関する 検討委員会」 審議の整理（ 平成 2 6 年 3 月 ） 

　 地域人材を 中心にき め細やかな 活動を 組織的に行う 家庭教育支援チ ームによ

る 支援を 更に 普及し 、 よ り 効果的な 取組を 促進する た め、 家庭教育に関する 課

題や、 家庭教育支援チ ームの業務・ 特性、 チ ームの組織・ 運営・ 人材養成等に

ついて 整理。

（ h ttp ://w w w .m e x t.g o . j p /co m p o n e n t/a _ m e n u /e d u ca tio n /d e ta i l /_ _ icsF i l e s/

a fie ld fi l e /2 0 1 4 /0 3 /3 1 /1 3 4 6 1 1 0 .p d f）   
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●　 家庭教育支援の推進方策に関する 検討委員会報告書

　 　「 家庭教育支援の具体的な 推進方策について 」（ 平成 2 9 年 1 月）   

　 全て の保護者が充実し た 家庭教育を 行う こ と がで き る よ う にする た めの具体

的な 推進方策と し て 、 0 歳児の保護者から 学齢期ま で つな がる 切れ目のな い 支

援のた めのア プ ロ ーチ や「 家庭教育支援チ ーム」 型の支援を 更に 普及さ せる た

めの方策、 家庭教育支援を 担う 人材の確保な ど を 提案。

（ h ttp ://w w w .m e x t.g o . j p /co m p o n e n t/a _ m e n u /e d u ca tio n /d e ta i l /_ _ icsF i l e s/

a fie ld fi l e /2 0 1 7 /0 4 /0 3 /1 3 8 3 7 0 0 _ 0 1 .p d f）  

・ 厚生労働省における事業等の用語説明 

●　 要保護児童対策地域協議会

　 児童福祉法に基づき 、 虐待を 受けて いる 子ど も を 始めと する 支援対象児童等の早期発見や

適切な 保護を 図る た め、 児童福祉や保健医療・ 教育・ 警察・ 司法・ 人権擁護等の関係者間に

おいて 情報の交換と 支援内容の協議を 行う 機関。

●　 地域子育て 支援拠点事業

　 児童福祉法に基づき 、 保育所、 児童館等の地域に身近な 施設に集っ た親子に対し て 、 子育

て について の相談、 情報の提供、 助言その他の援助を 行う 事業。 原則と し て 週 3 日以上、 か

つ 1 日 5 時間以上開設する こ と と さ れて いる 。

●　 利用者支援事業

　 子ど も ・ 子育て 支援法に基づき 、 子ど も 又はそ の保護者の身近な 場所で 、 教育・ 保育・ 保

健そ の他の子育て 支援の情報提供及び必要に応じ 相談・ 助言等を 行う と と も に、 関係機関と

の連絡調整等を 実施する 事業。

●「 家庭教育支援チーム」 の手引書の策定に関する 検討会（ 監修）

伊藤亜矢子　 お茶の水女子大学基幹研究院人間発達系准教授

稲葉　 恭子　 特定非営利活動法人青梅こ ど も 未来常務理事 

大﨑　 弘美　 茨城県教育庁就学前教育・ 家庭教育推進室室長

菊池　 ま り 　 千葉市家庭教育支援チ ーム「 こ も んず」 リ ーダー

西館　 　 慎　 釧路市総務部職員課主査 

　 　 　 　 　 　（ 前釧路市教育委員会学校教育部教育支援課主査・ 社会教育主事）

向井　 説行　 泉大津市立小津中学校校長 

　 　 　 　 　 　（ 前泉大津市教育委員会参事兼指導課長）  
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（ お問合せ先）

　 文部科学省総合教育政策局地域学習推進課家庭教育支援室

　 ☎： 0 3 -5 2 5 3 -4 1 1 1 （ 内線 3 4 6 7 ） 

　 メ ール： k a t e i@ m e x t . g o . j p  

　 U RL： h t t p : //k a t e i .m e x t . g o . j p /  

mailto:katei@mext.go.jp
http://katei.mext.go.jp/

